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今年の「節分」は「２月２日」でした。節分が２月２日になるのは 124 年ぶりの「レア節分」ということ

で、ニュースでも結構話題になっていましたね。日本で最高齢の方が 118 歳の田中さんという方なので、今

日本で生きているすべての人にとって、「２月２日の節分」は人生初の経験だったということになります。

「節分」というのは字のごとく、「季節の分かれ目＝節目」のことです。だから、本来は「立春」「立夏」

「立秋」「立冬」の前日すべてが「節分」となります。しかし、旧暦では「春」から新しい年が始まったた

め、立春前日の節分は「大晦日」に匹敵する大事な日とされ、「節分」といえばこの日をさすようになった

そうです。

日本の文化では、「節分」や「二十四節気」からもわかるように、「節目」というものをとても大事にし

てきました。これは季節に限ったことではなく、私たちの人生や学校生活でも同じです。例えば、学校では

「入学式」や「始業式」、１学期や２学期が終わるときには「終業式」、１年が終わるときには「卒業式」

や「修了式」が行われます。私たち教職員にとっては、「新任式」と「離任式」が仕事のスタートとゴール

を意味する節目です。そういう「節目」をいくつも経験する中で、私たち人間は次のステップに力強く進む

ことができたり、新たな人との出会いに喜びを感じたり、自分を大きく成長させたりすることができます。

「竹には節目がある。だから強い。雪がたくさん積もっても折れることなくしなやかに弧を描き、やがて

自分の力で元に戻る。私たち人間も同じ。『節目』はとても大事。」これは、天野教育長が先日の校長会で

話してくださったことです。確かに節目のない木の枝などは、雪の重みや雨風に耐え切れず、折れてしまっ

ている様子を見かけることがあります。私たち人間も「節目」のある人生の中でこそ、本当の「強さ（たく

ましさ）」や「しなやかさ（ちょっとやそっとのことでくじけない・折れそうになっても自分の力ではい上

がる力）」を獲得できるではないでしょうか。そんな意味でも、私は約１か月後に迫った「卒業式」と「修

了式」を大事にしたいと考えています。６年生は「中学生」に、２～５年生は次の学年に、強い意志と明る

い希望を持って進むための、今年度でいちばん重要な「巣立ちの節目」だからです。

職員室の横を通って登下校する子どもたちが、いつも元気よく「おはようございます！」「さようなら！」

「また会いましょう！」と私たちに声をかけてくれます。寒さに負けず、半袖・短パンでグランドを走り回

る子どもたち、中庭でなわとびを頑張る子どもたちの笑顔はきらきら輝いています。授業中は真剣なまなざ

しで課題に向かっています。クラスのまとまりや心の絆も強くなってきました。児童会主催の「みんなで話

そう！スピーチチャレンジ！」では、一人一人が自分の好きなことやもの、頑張っていることなどを、全児

童が他学年の前で堂々と発表（表現）しました。質問や感想など、お互いのやりとり（伝え合い）もあり、

重点目標の一つ「すすんで表現」がさらにレベルアップしたのでは……と私は思っています。保護者のみな

さまや地域の方々のあたたかい見守りや支えのおかげで、成美っ子たちは元気いっぱいのびのびと成長して

います。

花壇に植えたチューリップの球根から芽が出ていました。新型コロナウイルスの収束はまだ先のことにな

りそうですが、季節はいつもと変わらず巡っています。あたたかい春がやってくるのはうれしいのですが、

何となくさみしい気持ちにもなる季節。「有終の美」が飾れるよう、残り１ヶ月半、気を引き締めてラスト

スパートを頑張ります！

地域の皆様に感謝

もうすぐ令和２年度が終わろうとしてい
ますが、本年度も、多くの地域の方にお世話
になりました。

左の写真は、ほんの一部ですが、学友会様
より「百葉箱と加湿器」を。丸善食品様より、
「朝日子ども新聞とそのスタンド」を。南寿
堂院（岩田祥吾）様より、「朝日写真ニュー
スとそのケース」を寄贈していただいていま
す。

子どもたちのために、有効に活用させてい
ただいております。ありがとうございます。

学友会様より 丸善食品様より 南寿堂医院様より




